
○品目別の再商品化量推移及び実施市町村数推移（グラフ）

１．ガラスびん（無色）

※ 再商品化量推移グラフの見方のポイント
-◆- と -□- の差：市町村が分別収集した容器包装廃棄物のうち、再商品化以外の独自処分量
-□- と -△- の差：随意契約等による市町村独自再商品化（再商品化事業者引渡）量
-△- と -×- の差：指定法人ルートの再生処理において発生する残渣量（×/△が指定法人ルートの収率）

（参考）再商品化見込量、分別収集量の推移

　制度開始当初から、随意契約による市町村独自再商品化量（市町村再商品化量と指定法人引取量の差）が再商品化量の
大宗を占めている。
　一方、市町村独自再商品化の状況に大きな変化は見られないことから、市町村再商品化量の増加分は、指定法人ルート
で再商品化されているものと推定される。（平成９年度に１９％であった指定法人引取の割合は、平成１４年度に３０％まで上
昇。）
　分別収集を行う市町村は増加基調にあり、平成１４年度には全国市町村数の約８６％に当たる２，７９５市町村が分別収集を
行っており、このうち約半数の１，４３３市町村が指定法人ルートで再商品化を行っている。

【再商品化量推移】
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市町村分別収集量 293 322 326 352 355 349 357

市町村再商品化量 275 303 307 335 339 338 345

指定法人引取量 52 60 66 80 97 103 109

指定法人製品販売量 45 57 64 74 90 94 105
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【実施市町村数推移】
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分別収集市町村数 1,610 1,862 1,991 2,618 2,725 2,795 2,911

指定法人引取数 525 642 751 1,091 1,365 1,433 1,580
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分別収集計画量

再商品化見込量

（参考）分別収集量

（参考）指定法人引取量
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再商品化見込量 290 300 320 270 270 270 270 270 270 270 270

分別収集計画量 406 486 542 459 484 505 431 442 451 460 467

（参考）分別収集量 293 322 326 352 355 349

（参考）指定法人引取量 52 60 66 80 97 103 109
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